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７月１３日０時～１３日２４時 累加レーダ雨量

平成１６年７月新潟・福島豪雨による大水害【五十嵐川・刈谷田川等（新潟県）】

平成１６年７月１２日深夜から１３日にかけ、梅雨前線の停滞により総雨量４３１mm（栃尾観測所）にお
よぶ記録的な集中豪雨となり、この降雨により五十嵐川、刈谷田川等、新潟県内の補助河川６河川の堤
防が１１箇所で堤堤し、死者１６名の人的被害と約８，４００戸の浸水家屋を発生させる大惨事となった。

たった１日間で、平年の７月の１ヶ月分を大きく上回る降雨。

降雨のデータ
□栃尾観測所日雨量421mm
観測史上最大（２位:S36.8.の1.2倍）
7月平年243mmの１．７倍
□信濃川下流流域平均２日雨量270mm

S53.6:335mmに次ぐ戦後第２位。
降雨確率１／１５０に相当。

いからしがわ かりやたがわ

平成１６年７月新潟・福島豪雨による大水害【五十嵐川・刈谷田川等（新潟県）】
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平成１６年７月１８日明け方から昼前にかけて、梅雨前線の活動の活発化により総雨量２８５ｍｍ
（美山観測所）に達する記録的な集中豪雨となり、この降雨により福井市街部を貫流する足羽川の
左岸堤防が破堤、左岸２箇所で越水が発生し、４,０６７戸（床上２,３９５戸、床下１,６３７戸）の浸水家
屋を発生させる大水害となった。
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福井市街

破堤箇所

降雨のデータ

■美山観測所 日雨量 ２８３ｍｍ

観測史上最大（2位：Ｈ7.7の約２倍）

■美山観測所 時間雨量 ８７ｍｍ

観測史上最大（2位：Ｓ61.9の１．５倍）
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美山

日野川

九頭竜川

足羽川

【【足羽川（福井県）足羽川（福井県）】】

86年9月3日7時

57mm

（79～03までの最大値）

気象庁アメダス観測所

2004年7月18日6時
87mm

降雨状況 福井県足羽郡美山町
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8：00

時間雨量
(mm/h)
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２００３年８月９日夜、東北地方を北東に進んだ台風第１０号は、熱帯気団特有の暖かく湿った空気を北海道に送り込み前
線を非常に活発化させ、北海道日高地方では記録的な大雨となった。

日雨量３５８ｍｍ（８月９日）
→これまでの記録の２.５倍
（これまでの記録は１４３ｍｍ：１９９２年８月９日）
→年平均雨量の３割強の雨が１日で降った
→日高支庁内で観測開始以来第１位の記録
→北海道内２２５箇所のアメダスで歴代３位

３５８ｍｍ／日

・北海道内での日雨量の記録
のうち、３位、８位、１０位を
今回の豪雨で記録

・日雨量の第１位を記録した地
点は、胆振・日高・十勝・
釧路の４支庁で合計９箇所

・全国の１８箇所で日雨量の記
録を更新

北海道平取町で観測開始以来第１位の雨量を記録

時間雨量７６ｍｍ（８月９日午後９時～１０時）
→これまでの記録の２.２倍
（これまでの記録は３５ｍｍ：１９９２年８月９日）

→日高支庁内でも観測開始以来第１位の記録

各地で記録更新が続出

雨と水位にみる新記録 国土交通省河川局・気象庁 2004年3月

平成１５年は、北海道平取町、福岡県太宰府市、熊本県水俣市において時間雨量の記録を更新

平成平成1515年年88月月日高豪雨（北海道日高豪雨（北海道平取町）平取町）

日雨量については、北海道平取町、福岡県太宰府市、富山県高岡市、高知県室戸市、徳島県宍喰町に
おいて記録を更新

旭雨量観測所（平取町）
8月10日05時05分
洪水警報発表
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7 総合的な豪雨災害対策についての緊急提言及び
豪雨災害対策緊急アクションプランの概要

77

①局所的な集中豪雨が多発

②これまでの記録を超える降
雨量、高潮の波高・波力など
が各地で発生

１．自然的状況

③破堤が多数発生。多くの人
命、財産を失うだけでなく、後
片づけなど事後対応も大変

今年の水害、土砂災害、高潮災害等から、自然的状況、社会的状況の変化による新たな災害対策の課題が明らかになった。

・流域が比較的小さい中小河川での洪水
や土砂災害の増大
・洪水予測等があまり行われていなかった
中小流域での情報提供の充実をはじめ迅
速な警戒避難体制が必要

自然の外力は施設能力を超える可能性
が常にあることをふまえた備えが必要

・破堤のように災害現象が急激に拡大す
ることがないような対策が必要

・災害現象の急激な変化を念頭においた
避難警戒体制が必要

１．今年の災害の特徴と新たな課題

①高齢者や保育園児などの
災害弱者の被災が特徴的

少子高齢化に対応した警戒避難体制
の確立が必要

２．社会的状況

②旧来型の地域コミュニティの
衰退、水防団員の減少と高齢化
など地域の共助体制が弱体化

近年の社会的状況を踏まえた共助体
制の再構築が必要

③避難勧告の発令や伝達の
遅れや、伝達されても避難しな
い人が多数

住民や自治体等の災害経験が減少し、
危機意識も低下している中でも、災害
時に的確な認識や行動がなされるよう
な仕組みが必要

④地下鉄、地下街など地下空間
利用が増加している中での地下
空間が多数浸水

都市の地下空間の浸水に対する防御
と的確な避難誘導体制の構築が必要

２．今後の対策の基本的方向
今年の災害から明らかになった新たな課題に的確に対応しつつ、今後の投資余力が限られる中で、できるだけ早期に安全
度を高め、被害を最小化することが基本的命題

①ソフト対策とハード整備が一体となった減災体制の確立
②治水安全度の早期向上のための多様な整備手法の導入、既存施設の有効活用、管理の高度化

災害時に、より的確に住民が避難等の行動をでき、自治体が防災活動を行えるよう、地域別のわかりやすい予測情報や氾濫情報など、的確な避難に
役立ち、被害軽減に必要な情報を充実する。 （送り手情報から受け手情報へ）

災害経験があまりない住民や自治体等も、災害発生時に的確に行動できるよう、各地域で発生する可能性のある災害についての情報（災害環境情報）
及び災害時にとるべき行動についての情報（災害行動情報）が平常時から共有される社会への転換を図る。

地域の災害対応力の脆弱化や都市構造の変化等を踏まえ、防災施設の整備途上等において、施設能力を超える自然の外力が発生し施設が破壊した
場合にも、壊滅的な被害とならないよう、施設の設計・運用の高度化や万が一の場合の危機管理体制を構築する。

近年増加傾向にある集中豪雨等の発生や計画を超える自然の外力の多発を踏まえ、土地利用状況によって異なる安全度の設定や操作ルールの変更
による既存施設の有効活用など、従前の計画論にこだわらず多様な整備手法を展開する。

少子高齢化、旧来型の地域コミュニティの衰退、都市構造の変化などの社会的状況の変化も踏まえて、多様な主体の参加による水防体制、平常時から
地域の住民が参加する様々な防災活動、広域的な支援体制などの展開により、自助、共助、公助のバランスのとれた地域の防災力の再構築を支援する。
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